
【テキストの修正】きほんを学ぶ世界遺産100 〈第4版〉世界遺産検定3級公式テキスト

＊ 下の表の「HP掲載日」が、書籍の奥付にある増刷日より前のものは、修正が反映されています。

修 正 前 HP掲載日

　

2023年5月時点で、195の国と地域が加盟する、世界
最大規模の国際条約である。 ←

2023年3月時点で、194の国と地域が加盟する、世界
最大規模の国際条約である。

　

＊文中の数値はすべて2023年5月時点。
←

＊文中の数値はすべて2023年3月時点。

　

現在では195の国と地域が締結している。
←

現在では194の国と地域が締結している。

　

締約国のうち、モナコなど28ヵ国には登録物件がない。
←

締約国のうち、モナコなど27ヵ国には登録物件がない。

　

（略）かつては大陸と共通の生物が生息・生育してい
た。島嶼化の過程で隔離された生物の中には、近隣地
域で同種や近縁種が絶滅した後も生き残った種（遺存
固有種）や、それぞれの島でさらに種分化が進んだ種
（新固有種）が生まれた。特に海を容易に越えられない
陸生生物や植物に固有種の事例が多く、独特で豊か
な生物多様性を誇る。

←

（略）かつては大陸と共通の生物が生息・生育してい
た。島嶼内に隔離されたことで、大陸と共通の祖先種
をもつ生物が周辺地域で絶滅した後も、独自の進化を
続けて残った例（遺存固有種）や、隔離後さらに種分
化し新しい固有種が生まれた例（新固有種）がみられ、
独特で豊かな生物多様性を誇る。特に海を容易に越
えられない陸生生物や植物に固有種の事例が多くみ
られる。

　

周囲の山々には、絶滅の危機に瀕するメガネグマや、
ペルーの国鳥のアンデスイワドリが生息している。

← 周囲の山々には、絶滅の危機に瀕するアンデスイワドリ
や、珍獣のメガネグマが生息している。

最終更新日 2023年6月1日

2023年5月8日

2023年3月27日

◆ P.126 - マチュ・ピチュ　2段落・下から2行目

修 正 後

◆ P.72 - 奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島
2段落・2行目

◆ P.12 - 世界遺産の締約国　2行目

2023年6月1日

◆ P.22 - 世界遺産条約　3行目

2023年6月1日

◆ P.22 - グラフと数字でみる世界遺産　欄外

2023年6月1日

◆ P.22 - 世界遺産の内訳　5行目

2023年6月1日
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